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変換器入出力波形の評価

• 基本量

– 電圧

– 電流

– 電力
• 瞬時電力

• 平均電力

• 有効電力

• 無効電力

• 皮相電力

• 出力波形の評価

– 周波数分解

– 実効値

– 電力
• 異なる周波数の電圧・電
流による電力は0

• 力率

– ひずみ率
• 力率との関係

• 総合ひずみ率
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電圧・電流諸量の表し方

• 測定値

– 瞬時値 → そのまま

– 平均値
• 瞬時値の半周期平均値 (周期波形)

– 二乗平均値
• 瞬時値の二乗の一周期平均値 (周期波形)
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電圧・電流諸量の表し方

• 測定値
– 実効値 (周期波形)

• 瞬時値の二乗の一周期分平均（2乗平均値）の平方根

– 波高値

• 瞬時値の最大値ー最小値（の絶対値）
(peak to peak)
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交流波形(1周波数成分)

• 正弦波交流

– 交流電圧
• 瞬時値:e(t)

– Em:振幅

– ω:角周波数

– t:時間

– θ:位相（遅れ負，進み正）

– f:周波数

– T:周期
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交流波形(1周波数成分)

• 交流電圧

– 平均値

– 絶対値の平均

– 二乗平均（実効値）

0sin
2
1 2

0
== ∫

π
ϕϕ

π
dEE mave

mmmabsave EEdEE 636.02sin1
0

≈== ∫ π
ϕϕ

π
π

m
m

mrms EEdEE 707.0
2

sin
2
1 2

0

22 ≈== ∫
π

ϕϕ
π



7

交流量(1周波数成分)

• インピーダンス

– 極座標表示

• 大きさ

• 角度
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交流波形(1周波数成分)

• 記号法

– 電圧・電流の複素表示を用いる

– 電圧・電流の関係を複素インピーダンスで表す

• 単一周波数・定常状態の表現法

• フェーザー図で表現可能
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変換器入出力波形の評価

• 正弦波周期波形
（交流回路）
– エネルギー

• 瞬時電力の時間積分

– 平均電力
• 周期Tで変化する電圧・電流
に対する瞬時電力の平均値

– 有効電力

– 変化する成分が無効電力

– 皮相電力
• 電圧・電流の実効値積

– 力率
• 皮相電力に対する平均電力
の比

• 非正弦波周期波形
（歪波）
– 周波数分解

(フーリェ級数展開)
• 実効値

• 平均電力
– 周波数の異なる電圧・電

流の平均電力は0
• 力率

– 全成分に対する基本波

– ひずみ率
• 力率との関係

• 総合ひずみ率
– 各次数の含有率の二乗和

の根
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交流波形(歪波)

• 歪波形（交流・定常解）

– フーリェ級数展開

• 複数の周波数成分に分解
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交流波形(歪波)

• 歪波形（交流・定常解）

– 歪波交流実効値

• 周波数成分の二乗和平方根

– 力率
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単相全波整流回路

• 抵抗負荷時

– 直流出力電圧
• 平均値

• 容量負荷時

– 導通角

• 誘導負荷時
– 導通角

• 大きくなる

– 力率改善

• 力率の高い機器

– 白熱電球

– モータ
• 進相コンデンサで対策

• 力率改善

– 力率が高い方が望まし
い理由

• 電流が小さくなる

– インバータで機器の動
作効率を高めても，電
源損失が増大する


